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2023.5.11 

 

卒業生調査 結果 

調査対象者 

 令和 3 年度の本学介護福祉学科の卒業生（第 25 期生）12 名 

調査期間 

 令和 4 年 12 月から令和 5 年 1 月 

調査票回収数・回収率 

回収：3 名 

回収率：25.0％ 

 

１．回答者の属性 

 回答者 3 名のうち女性が 2 名（66.7％）、男性が 1 名(33.3％)。年齢は 20 代が 2 名（66.7

％）、30 代が 1 名（33.3％）であった。 

回答者の居住地は、秋田県の中央地域 2 名（66.7％）、県南地域 1 名（33.3％）であった。 
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図１．性別（ｎ=３）
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図２．年齢（ｎ=３）
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図３．居住地（ｎ=３）
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２．卒業生の就業先・職種 

 回答者の全員が就業しており、種別は全員が「介護・福祉関係」、職種は全員が「ケアワー

カー（介護職）」であった。就業先の運営主体は全員が「社会福祉法人」であった。 

 

 

 

３．在学中の教育・学生生活に対する満足度 

 在学中の教育や学生生活について、『教育内容』､『学生生活』､『施設･設備』の区分で満

足度を尋ねた。 

 

 

１）『教育内容』に対する満足度 

 教育内容については、「カリキュラム編成(授業科目)」､「講義・演習の内容」､「ゼミ･研

究活動」､「介護実習」の４項目について満足度を尋ね、更に教育内容全体に対しての総合的

満足度を尋ねた。 

 

 ４項目中、｢満足している｣が最も多かったものは｢学内での講義･演習の内容」2 名（66.7％）

であった。次いで｢カリキュラム編成(授業科目)｣｢介護実習｣各 1 名（33.3％）であった。 

 

 

 

 

教育内容全体に対する総合的満足度は、「満足している」が 2 名(66.7％)、「どちらともい

えない」が 1 名(33.3％)であった。 
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図４．教育内容に対する満足度（ｎ=３）
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２）『学生生活』に対する満足度  

ここでは 10 項目に対する満足度を尋ねた。 

「満足している」が最も高かった項目は「事務室の対応」2 名（66.7％）であった。次いで

「教員との交流（関係）」「進路に関する支援」「クラスメイトとの交流」「奨学金制度」「看

護学部学生との交流」各 1 名（33.3％）であった。 

「満足している」と「やや満足している」を合わせた数値が 100％になった項目は「事務室

の対応」「教員の交流（関係）」「進路に関する支援」であった。 

満足度が最も低かった項目は「サークル活動」「ボランティア活動」「学内行事」であった。 

 

 

 

 

学生生活に対する総合的満足度は、「満足している」「やや満足している」「どちらともい

えない」が各 1 名（33.3％）であった。 
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図６．学生生活に対する満足度（ｎ=３）
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図７．学生生活に対する総合的な満足度（ｎ=３）
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３）『施設・設備』に対する満足度 

ここでは 10 項目に対する満足度を尋ねた。 

「満足している」が最も多かった綱目は「売店の環境、品数・品揃え」が 3 名（100％）、

次いで「更衣室の環境」2 名（66.7％）であった。 

「満足としている」と「やや満足している」をあわせると 100％となった項目が 10 項目中 7

項目あり、全体的に満足度が高い結果となった。 

 一方で、「あまり満足していない」との回答があった項目は「くつろぐ場所（ラウンジなど）」

であり、1 名（33.3％）であった。「満足していない」との回答はなかった。 

 

 

 

 

 

施設･設備に対する総合的満足度は、「満足している」「やや満足している」「どちらとも

いえない」が各 1 名（33.3％）であった。 
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図８．施設・設備に対する満足度（ｎ=３）
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図９．施設・設備に対する総合的な満足度（ｎ=３）
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４．本学での学びを通して身につけたこと 

設定した 6 項目が本学の学びを通して身についたと思うか、について、「身についた」から

「身につかなかった」までの 5 件法で回答を求めた。  

 「身についた」という回答が最も多かった項目が「事実を的確に判断し、問題を抽出し、創

造的に解決できる力」2 名（66.7％)、次いで「介護福祉の基礎を踏まえ、科学的・倫理的判

断に基づくケアを提供できる力」1 名（33.3％）であった。 

6 項目すべてが「身についた」と「まあまあ身についた」をあわせると 100％になり、「身

につかなかった」という回答はなかった。 

 

 

 

５．本学での学びが仕事（職場）で役立っているか 

 本学での学びが仕事｡職場で役立っているかについては、「役立っている」が 1 名（33.3％）、

「少し役に立っている」2 名（66.7％）であった。 
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図10．学びを通して身についたと思う事柄（ｎ=３）
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図11．学びが仕事・職場で役立っているか（ｎ=３）
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６．在学中にもっと勉強しておけばよかった事、身につけられればよかった事 

在学中にもっと勉強をしておけば良かったと思う科目、身につけられればよかったと思う知

識や技術について、自由記述により回答を得た。  

勉強しておけば良かったと思う科目についての回答はなかった。    

身につけられればよかったと思う知識や技術については 1 件の回答があった。記載内容は次

の通りである。  

 

 

 

 

 

７．授業・実習についての改善希望点 

在学中に受けた授業や実習について改善してほしいと思ったことを、自由記述で回答を求め

たところ 1 件の回答があった。記載内容は次の通りである。 

 

 

 

 

８．本学への要望 

 

１）本学から支援をしてほしいと思う事 

 本学から支援をしてほしいと事柄について 11 項目について複数回答で回答を求めた。 

「介護に関する情報提供」「介護技術の指導」「離職したときの再就職支援」「仕事上の悩み

に関する相談対応」に 1 件ずつの回答があった。 

 
 

９．本学への意見 

本学への意見については回答がなかった。 
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図12．本学への要望（複数回答）

・「体を痛めにくい、負荷のかかりにくい体の使い方、技術」  

・講義室外からの騒音  


